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目録データのこれから 

•データとサービスは表裏一体？ 

出典：国立国会図書館ウェブサイト 撮影：大向一輝 



目録データのこれから 

•データとサービスを切り離し、組み合わせる 



「つながる目録」は可能か？ 

• CiNii Articlesの事例 

• CiNii Booksの事例 

• ERDB-JP 

• CiNii Dissertationの事例 

• NDLデジタルコレクション 

• 機関リポジトリ 

• 著者名典拠同定の予備調査（NDLとの共同研究） 

• NACSIS-CATとJAPAN/MARC(A) 
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著者名典拠同定の予備調査 

安藤, 塩崎, 佐藤, 大向, 原田. NACSIS-CATとJAPAN/MARC(A)の著者名典拠データ同定に 
ついての予備調査と検討. 現代の図書館. 2015, vol.53, no.2. 
 



「つながるサービス」に向けて 

• グローバルな学術情報ネットワークに参加する 

• NDL・公共図書館・世界の図書館… 

• 出版社・大学・研究機関… 

• 課題 

• 標準的なデータモデルによる相互運用性の強化 

• 「VOLばらし」実験 

• 書誌名寄せ実験（NC/JP/TRC/LC） 

• ミッシングリンクを埋めるためのデータ整備 

• ERDB-JPからEJ利用条件、EBookへ 
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書誌名寄せ実験 







発見とアクセスのためのデータ 
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発見とアクセスのためのデータ 
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「つながるサービス」に向けて 

• データのウェブに参加する 

• いつ、誰が、どのように使うかはわからない 

• 課題 

• N次利用を前提としたライセンシング 

• CC0・CC BYの採用 

• NACSIS-CATオープン化 

• Linked (Open) Data 

• 外部リンクの整備 

• ウェブ上で機能する識別子の管理と維持 



議論 

• 理想と現実 

• 理念は常に美しいが… 

• 現場のワークフローは？サービス品質は？CATPは？ 

• 潜在的なリスクと可能性 

• プラットフォームとユーザが直結する 

• 組織内の状況はプラットフォーム（だけ）が把握 

• 契約情報・受入プロセスを通らない情報への対応 

• 発見とアクセスの切り離し 

• 発見に関する基礎データは上流から入手 

• 図書館コミュニティならではの発見手段の提供 

• 多様なアクセス手段を提供するためのデータ整備 



議論 

• 図書館と情報技術 

• NACSIS-CATは1980年代の最新技術で作られたもの 

• ネットワーク 

• 大型コンピュータ 

• データベース 

• 2010年代の情報技術は？ 

• コミュニケーション 

• クラウド 

• ビッグデータ 

• 人工知能 

• ・・・ 


